
宋
版
一
切
経
思
渓
版
の
版
式
転
換

　

     

―
一
紙
六
面
か
ら
一
紙
五
面
へ
―

佐
々
木 

勇

8 いとくら　 いとくら　 7

　

去
る
二
〇
一
四
年
九
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
三
日
間
、

落
合
俊
典
先
生
の
お
取
り
は
か
ら
い
で
、
尾
張
高
野
山
岩
屋
寺
尊
蔵
宋

版
一
切
経
思
渓
版
の
調
査
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
岩
屋
寺
御

住
職
後
藤
泰
真
猊
下
は
じ
め
岩
屋
寺
総
代
・
地
域
の
皆
様
に
御
支
援
い

た
だ
き
、
充
実
し
た
原
本
調
査
を
成
す
こ
と
が
で
き
た
。
心
中
よ
り
御

礼
申
し
あ
げ
る
。

  

こ
の
調
査
で
、
か
ね
て
よ
り
原
本
確
認
を
希
望
し
て
い
た
思
渓
版
の

版
式
転
換
点
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
（
福
州
版
）
は
、
一
紙
六
面
を
基
本

と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
続
く
思
渓
版
は
、
一
紙
五
面
と
な
る
。

　

し
か
し
、
思
渓
版
に
お
い
て
も
、
第
一
帙
千
字
文
天
よ
り
始
ま
る
『
大

般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
一
～
巻
第
二
百
二
十
ま
で
は
、
一
紙
六
面
で

あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。
岩
屋
寺
蔵
思
渓
版
に
お
い
て
も
、
左
写

真
の
ご
と
く
、
従
来
の
指
摘
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
思
渓
版
に
お
い
て
、
福
州
版
の
版
式
を
引
き
継
ぐ
方
式

か
ら
、一
紙
五
面
方
式
に
変
更
し
た
の
は
、な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
謎
を

解
く
鍵
は
、
福
州
版
と
思
渓
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
二
百
二
十

ま
で
に
挿
入
さ
れ
た
、五
面
の
一
紙
が
握
っ
て
い
る
。

　

本
稿
の
筆
者
は
、
重
要
文
化
財
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
の
悉
皆
調
査

に
加
わ
り
、
東
禅
寺
版
に
親
し
く
接
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
で
は
、第
237
寸
函『
中
論
』巻
第
二
～
巻
第
四
の
三

帖
か
ら
、
紙
数
の
多
い
帖
に
、
五
面
の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

岩屋寺蔵　思渓版『大般若波羅蜜多経』巻第二百二十　一紙六面

中
で
、題
記
の
年
月
が
最
も
早
い
の
は
、巻
第
四
の「
元
祐
九
年（
一
〇
九
四
）

正
月　

日
」
で
あ
る
（
巻
第
二
・
第
三
は
、
翌
月
「
元
祐
九
年
二
月　

日
」
題
記
）
。

そ
の
『
中
論
』
巻
第
四
は
、
第
十
三
板
を
五
面
と
す
る
。
こ
の
第
十
三
紙

以
外
は
六
面
で
、
全
二
十
三
板
で
あ
る
。
以
下
、
元
祐
九
年
以
降
刊
刻
の

十
八
板
を
超
え
る
帖
で
は
、
五
面
の
一
紙
を
挿
入
す
る
こ
と
が
原
則
と
な

る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
五
面
の
一
紙
は
、
一
帖
の
中
間
に
挟
ま

れ
る
。

　

こ
の
東
禅
寺
版
に
お
け
る
五
面
の
一
紙
に
、
右
の
問
い
の
解
を
導
く

一
文
が
刻
さ
れ
て
い
た
。

　

第
237
寸
函
『
中
論
』
巻
第
二
の
第
十
二
板
に
は
、
第
五
面
一
行
目
下
空

白
に
、「
此
帋
除
六
行
媿
得
粘
縫
兩
邊
無
厚
薄
」
の
一
行
を
刻
す
。

   

（
全
体
の
写
真
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
刊
行
予
定
の
目
録
影
印
篇
に
掲
載
さ
れ
る
。）

　

第
十
二
板
は
、
経
本
文
は
五
面
で
あ
り
、
第
六
面
は
、
空
白
で
あ
る
。

こ
の
第
十
二
板
に
続
け
て
裏
表
紙
を
貼
り
、
続
く
第
十
三
板
か
ら
裏
面

に
印
刷
す
る
。
全
二
十
三
板
で
あ
る
。

　

続
く
『
中
論
』
卷
第
三
は
、
全
二
十
四
板
で
、
や
は
り
、
第
十
三
板
の

経
文
を
五
面
ま
で
と
し
、空
白
の
第
六
面
右
端
に
、同
一
の
刻
文
を
記
す
。

　

以
下
、
醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
全
体
で
、
五
面
の
一
紙
に
限
り
、

二
十
三
の
類
例
を
見
出
せ
る
。

岩屋寺蔵　思渓版『大般若波羅蜜多経』巻第二百二十一　一紙五面

醍醐寺蔵　東禅寺版『中論』巻第二　第十二板

▲

▲

＊紙継ぎ箇所を▲にて示す。
　

右
「
此
帋
除
六
行･･･

」
の
注
記
は
、
一
紙
五
面
の
紙
に
の
み
存
し

た
。
よ
っ
て
、「
此
帋
除
六
行
」「
除
此
六
行
」「
除
六
行
」
は
、
一
紙
（
板
）

三
十
六
行
（
毎
半
折
六
行
六
面
）
で
あ
る
東
禅
寺
版
の
六
行
を
除
し
、

一
紙
三
十
行
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
右
の
記
文
は
、
そ
の

一
紙
の
六
行
一
面
を
取
り
去
り
、
五
面
と
す
る
こ
と
の
断
わ
り
書
き
で

あ
る
。

　

全
文
同
主
旨
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
最
多
例
が
見
ら
れ
た
ｂ
「
除
六

行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
」
を
解
釈
す
る
。
ａ
の
「
得
」
に
対
応
す
る

「
要
」は
、
補
助
動
詞
で
あ
ろ
う
。「
粘
」は
、ａ
の「
粘
縫
」に
相
当
す
る
。

紙
を
貼
り
継
ぐ
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
策
」
は
ｅ
「
冊
」
と
同
意
で
、
帖
装

（
経
摺
装
）
の
一
冊
の
こ
と
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
二
邊
」

は
、
帖
の
長
辺
左
右
の
二
邊
で
あ
ろ
う
。「
不
厚
薄
」
は
、「
厚
薄
」
を
作

ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、「
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
」
は
、「
多
く
の
紙
を

貼
り
合
わ
せ
た
こ
の
一
冊
に
、
紙
継
ぎ
に
よ
る
左
右
二
邊
の
厚
み
の
差

が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
こ
の
紙
の
六
行
一
面
を
除
く
」
意
、
と
解
釈
で

き
る
。

　

全
紙
を
六
面
と
し
、
そ
れ
を
貼
り
合
わ
せ
て
折
り
、
帖
装
と
す
れ

ば
、
紙
継
ぎ
位
置
は
必
ず
右
邊
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
紙
数
の
多
い

帖
で
は
、
右
邊
が
左
邊
よ
り
厚
く
な
る
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
、
帖

の
中
間
に
五
面
の
一
紙
を
挿
入
し
、
以
降
の
紙
継
ぎ
を
左
邊
に
移
動

さ
せ
た
。
一
面
六
行
を
誤
脱
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
こ
の
注
記
は

　

こ
の
注
記
は
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
目
録
類
、「
共
同
研

究　

―
本
源
寺
蔵
宋
版
一
切
経
調
査
報
告
―
」（「
同
朋
学
園
佛
教

文
化
研
究
所
紀
要
」
創
刊
号
、
一
九
七
九
年
三
月
）
や
『
神
奈
川
県
立

金
沢
文
庫
保
管 

宋
版
一
切
経
目
録
』（
一
九
九
八
年
三
月
、
神
奈
川

県
立
金
沢
文
庫
）
の
「
刻
施
」「
備
考
」
項
目
に
も
見
ら
れ
、
本
源

寺
蔵
本
の
記
文
は
、
口
絵
写
真
で
も
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
、

醍
醐
寺
蔵
本
の
刻
記
と
一
致
し
、
醍
醐
寺
蔵
本
の
そ
れ
に
含
ま

れ
る
。

　

ま
た
、
東
寺
蔵
宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版『
中
論
』巻
第
二
に
も
、

醍
醐
寺
蔵
本
と
同
じ
位
置
（
第
十
二
板
第
五
面
一
行
目
下
空
白
）
に
、

醍
醐
寺
蔵
本
と
同
文
の
注
記
が
存
す
る
こ
と
を
、
原
本
で
確
認

済
み
で
あ
る
。

　

醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
に
お
け
る
「
此
帋
除
六
行
要
粘
策
二
邊

不
厚
薄
」
等
の
記
文
を
、
同
文
を
ま
と
め
て
掲
げ
れ
ば
、
左
の
ａ

～
ｇ
と
な
る
。

      

ａ  

此
帋
除
六
行
媿
得
粘
縫
兩
邊
無
厚
薄

　
　

ｂ  　
　

除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄

　
　
ｃ  

此
帋
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄

　
　

ｄ  　

除
此
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄

　
　
ｅ  

此
帋
除
六
行
要
粘
冊
二
邊
不
厚
薄

　
　

ｆ  　
　

除
六
行
要
粘
策
二
邊
無
厚
薄

　

   

ｇ  　
　

除
六
行
要
粘
策
二
邊

語
っ
て
い
る
。

　

一
帖
の
み
で
あ
れ
ば
、
紙
継
ぎ
に
よ
る
両
辺
の
厚
さ
の
差
は
微
々

た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
帙
十
帖
と
音
釋
帖
を
積
み
上
げ
た

時
、
左
右
両
辺
の
厚
さ
の
差
は
、
放
置
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

右
の
問
題
を
、
す
べ
て
の
紙
を
五
面
と
す
る
こ
と
で
解
決
し
た
の

が
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
二
百
二
十
一
以
降
の
思
渓
版
で

あ
る
。

　

た
だ
し
、
思
渓
版
で
も
、
千
字
文
118
伏
・
119
戎
・
120
羌
函
な
ど
に
、

福
州
版
と
同
じ
く
一
紙
六
面
で
、
第
一
面
と
第
二
面
と
の
間
に
柱
刻

が
有
る
帖
が
存
す
る
こ
と
を
、
上
杉
智
英
氏
か
ら
調
査
時
に
お
教
え

い
た
だ
い
た
。「
華
厳
経
」（
六
十
巻
本
）
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

函
の
経
典
は
、長
谷
寺
蔵
思
渓
版
に
お
い
て
も
一
紙
六
面
で
、「
異
版
」

と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
一
紙
六
面
が
基
本
で
あ
っ
た
福
州
版
と
思
渓
版
開
始
部

分
と
は
、
第
一
面
と
第
二
面
と
の
間
に
置
い
て
い
た
「
寸　

參
巻　

拾
參　
　

呉
宗
刀
」
な
ど
の
柱
刻
を
、
五
面
一
紙
の
次
紙
か
ら
、
第

二
面
と
第
三
面
と
の
間
に
移
動
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
工
夫
が
、
思

渓
版
の
柱
刻
を
紙
継
位
置
に
隠
す
こ
と
に
繋
が
る
、
と
筆
者
は
推

定
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
に
五
面

の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
た
理
由
」（
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

第
二
部
63
号
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
）
を
、
御
覧
願
い
た
い
。

      

【
参
考
文
献
】

・『
奈
良
県
大
般
若
経
調
査
報
告
書 

一 

本
文
篇
』『（
同
）  

資
料
篇
１
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　
（
一
九
九
二
年
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
）

・
牧
野
和
夫
「
関
於
宋
版
大
蔵
経
中
― 

”一
版
五
半
葉
三
十
行
“
版
片
的
考
察
」

　
　
　
　
　
　
　

      　

 

（「
藏
外
佛
教
文
献
」
第
十
四
輯
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）

・
同
右
「
高
野
山
金
剛
峯
寺
蔵
『
四
分
律
蔵
』（
宋
版
大
蔵
経
ノ
内
）
に
つ
い
て
」

　

                                  

（「
か
が
み
」
第
四
十
二
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

・『
豊
山
長
谷
寺
拾
遺　

第
四
輯
之
一　

宋
版
一
切
経
』  （
二
〇
一
一
年
）

                

［
付
記
］
写
真
掲
載
の
御
許
可
を
賜
わ
り
ま
し
た
岩
屋
寺
な
ら
び
に

　
　
　

                 

醍
醐
寺
御
当
局
に
、
甚
深
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

                                                     （
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
）

▲

▲


